
　　【指標の説明】
　　　　2024年度に1度でも当院で外来診療を受けられた兵庫県内の患者さんの分布図です。（受診人数の多い10市区町村としました）
　　　　同じ診療科を複数回受診されている場合は1カウント、複数の診療科を1人の患者さんが受けられている場合は、診療科ごとのカウントとしています。
　　　　遠く離れた姫路市在住の受診者が多く居られる事について、姫路市在住の方の医療・健康に貢献できている事に誇りを感じます。

　　　　図の通り、西宮市在住の受診者が最も多くなっていますが、最盛期に比べ2～3割以上も減っており、近隣の市区町村からの受診者も減少傾向にあります。
　　　　要因としては日本の人口減少やコロナ禍での受診・入院制限があげられます。また地域の医療機関との連携について考え直すきっかけとなりました。
　　　　今後も地域の医療機関と今まで以上に連携を密にし、南阪神医療圏になくてはならない医療機関となれるよう信頼を構築していきます。

2024年度 兵庫県内市区町村別 外来患者数（1患者、1診療科） 上位10市区町村
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